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論文の内容の要旨
国体高分子形燃料電池と国体高分子形水電解装置を一体化した、可逆燃料電池 (URFC:Unitized 
Regenerative Fuel Cell) において、発電および水電解の商運転モードにおいて、可逆セルが広い電流管度域で
高い効率を実現するための高度なセル内水分管理を自的とする。セル内水分管理において重要な役割を果た
すセバレータ流路形状と酸素極側GDLに着目し、それらの特性が商運転モードにおけるセル内水分管理に
及ぼす影響を実験的に解析した。燃料電池に一般的に使われるカーボン材料は水電解時に酸素極で腐食する
という問題があるため、酸素極にはチタン製のガス拡散層 (GDL)およびセバレータを用いることを試みた。
結果として、フラッデイングを生じない適切な細孔サイズ分布、 GDL繊維径や空隙率も有意な影響を及ぼ
すことなどを解明した。以上による基礎データの蓄積でURFCの効率向上に向け最適なGDL微小構造設計
のための指針を与えることができた。
審査の結果の要旨
本論文は、一体型可逆燃料電池において、水電解と燃料電池反応という逆に物質移動する状況の中で、最
大限の性能を発揮する水管理方法を獲得すべく、ガス拡散層の微小講迭と電気化学的特性との詳細な関係を
調査している。これまでほとんどノウハウ上の経験や勘で選択されていたガス拡散層材料を、物理・化学的
な普遍性をもって現象を整理し、微小構造の設計のための指針を提示したことで学術的な意義がある。一体
型可逆燃料電池の性能向上、延いてはその実用化に近づけたことで大きく貢献した研究と言える。以上の研
究開発は圏内外の関連学会においても高い評価を受けている。
平成 24年 2月9日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
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上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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